
                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これは、今日の学年朝会で出したクイズです。見事に児玉先生が正解しました。

クイズのポイントは、「二番でゴールした馬の持ち主」になるにはどうするか・・ですね。 

生徒の皆さんは、毎日の授業で、正解は何か、何が正しいことなのかを考えます。

思考するためには、知識が必要です。分からないことがあれば調べます。だから、

知識を蓄えるとともに、適切な調べ方を身に付けることは大切です。また、一人だけ

で課題を解決することは難しいので、級友に聞いて教えてもら 

うこともあります。そのためには、コミュニケーション能力や正 

しい言葉遣い、感謝の気持ちを表すことはとても重要なことで 

す。そして、自分の考えを整理しながら相手に分かりやすく伝 

える表現力は、これからますます求められます。 

生徒の皆さんがこれから成長するためには、大事なことがたくさんあります。社

会に出て活躍するには、学ぶことがたくさんあります。それは、三和中学校の学校

生活の中で鍛えられるものばかりです。級友を大切に、日々の生活を大事にしてい

ってほしいと願っています。（クイズの答えは、お子様にお聞きください） 
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ある国に王様がいました。王様には二人の息子がいて、王様はどちらかに王の座を継が

せようと考えていました。しかし、二人の息子はとても仲が悪く、どちらも「自分こそ次の

王だ」と言って、素直に王様の命令に従わないことが分かっていました。だから、王様は、

二人の息子が戦うことなく、平和に跡継ぎを決められないものかと毎日悩んでいました。 

二人の息子は、それぞれ競争馬を飼っていました。二人とも「自分の馬こそ、一番速く走

れる」といつも自慢していました。高齢になった王様は、跡継ぎを決めなくてはいけなくな

り、二人の息子にこう言いました。 

「次の王は、二人が飼っている馬のレースで決める。二人でレースをして、二番でゴール

した馬の持ち主を次の王にする」さて、二人はどうやってレースをしたでしょうか。 


